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演劇セレクション「KAVC FLAG COMPANY 2020–2021」は、2020年11月のAhwooo『パンと日本酒』を皮切りに、
2021年3月まで上演が続きます！　詳しくは中面「みちくさ天国」にて。

1月17日（日）に舞台芸術集団「山猫団」による「新開地カブキモノ大興行」を開催！
2018年、2019年に続き、3回目の開催です。

チャイコフスキーの音楽を聞かせて発酵させた、もちもちの生地が美味しいピロシキ。
45年以上愛されている、新開地定番の味（新開地2-3 メトロこうべ新開地タウン内）。

KAVCでは、引き続き新型コロナウィルス感染拡大防止の対策を行っています。
ご来館の際には、必ずマスクの着用をお願いします。手指の消毒や、こまめな換気にもご協力ください。
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演劇にまつわるあれこれを語り合う配信番組「KAVC PLAY RADIO こやばなし」 https://www.youtube.com/
playlist?list=PLDVOHUSw0AyCrcRWt0ajCp9uIeSIKurT3

TIPS

劇団壱劇屋
大船渡市民文化会館自主事業

壱劇屋イマーシヴシアター

「リアスホールダンジョン」
作・演出：大熊隆太郎

日時：2021年3月20日（土）・21日（日）
会場：大船渡市民文化会館リアスホール・大ホール

Kiss FM KOBE｜ラヴィーナ&メゾン提供

「STORY FOR TWO」
毎週土曜21:55放送

いいむろなおきマイムカンパニー
ピッコロシアター主催事業

　「オリンピアの夢」
作・演出　いいむろなおき

日時：2021年4月16日（金）・17日（土）
会場：ピッコロシアター大ホール

［03］観劇三昧LIVE
2020年7月に株式会社ネクステージが
開始した演劇ライブ配信サービス。チ
ケット販売から撮影、配信まで利用する
劇団のニーズに応じたサポートを行う。
2013年から同社が運営している演劇動
画配信サービス「観劇三昧」は月額視聴
だが、本サービスでは劇団・カンパニー
が独自にチケット価格を設定できる。

オンライン配信における「チケット代」

前田：おふたりの話を聞いて、舞台作品を映像で効果的に
発信するために試行錯誤を重ねるなかで、新たな表現に挑
戦されているのだと感じました。一方、観客の視点に立つ
と、オンライン配信が身近になったことで「いつどこで、
どうやって、何を観るのか」というように、観客側のスタン
スも問われているように思います。
いいむろ：それは僕も感じます。うちのカンパニーにはマ
イム養成クラスがあるのですが、入団条件として「カンパ
ニーの演劇を観たことがある」という基準を設けているん
です。これまでは「YouTubeで観ました」と言われたら、
それは違うんじゃないかと感じたと思うのですが、今後は
そうでなくなる可能性もある。生まれたときからYouTube
がある世代にとっては、「生で観ることと映像で観ることっ
て、どう違うの？」という感覚もあるかもしれないですよ
ね。でも、僕としては、舞台で同じ空気を吸う醍醐味って、
映像では伝わらない気がするんです。それに、画面だけを
観て作品を判断されてしまうのも、なんとなく寂しい……。

このあたりは葛藤があります。あと、映像による舞台の鑑
賞体験のあり方を考えたとき、もうひとつ悩むところがそ
の「対価」です。オンライン配信の適正なチケット価格っ
て、どれぐらいなんでしょう？

大熊：劇場の舞台と同じ価格設定にするのか、もっと安く
ていいのか。さまざまな配信プラットフォー
ムがありますが、この間「観劇三昧LIVE」［03］

を利用したときは、観劇慣れしたお客さん
が視聴するサービスだったこともあり、劇
場公演と同じ価格にしました。でも、今後
どう考えるかは悩ましいですね。
いいむろ：電車に乗って劇場へ行き、舞台
を観る。そんな過程を経て観る公演に、た
とえば3,500円払うことは、僕らも慣れて
いると思うんです。でも、それが配信に置
き換わった途端、なんだか躊躇してしまう。そこにどうい
う価値を見出すのかが改めて問われるからだと思うのです
が、前田さんはどう思いますか？
前田：単に劇場公演のチケット代の半額に設定すればいい
わけでもないですし、劇場に普段から来ていたお客さんも、
極端に安価であれば「配信でいいや」と離れてしまうかも
しれません。私もこのコロナ禍でライブ配信をよく観るよ
うになったのですが、劇場なら7,000円するチケットが
3,000円で販売されていて、思わず購入したことがあり
ました。でも当然ながら、配信にも労力や費用はかかって
いるわけですよね。そのことに意識が向かなかった自分に
はっとしました。 オンライン配信にどれだけの金額を払
えるか、あるいは払ってもらえるかという基準は、これか
らつくられていくものなのだと思います。
大熊：チケット代を決めるための、配信による鑑賞体験の
質は、お客さんのコンディションに委ねられているところ
もありますよね。たとえば、自宅のパソコンで観ることも
あるかもしれませんし、出先でスマートフォンから観るこ
ともあるかもしれない。劇場で公演をする場合は、僕たち
が環境を準備できるじゃないですか。会場選びから空間づ
くり、パンフレットの配布まで含めて体験を提供するので、
こちらもそれにかかる費用を考慮して価格を設定できる。
でも、配信だとすべてはカバーできない。だから、劇場の
通常公演と同じ価格を提示することに抵抗感を覚えるのか
なと。とはいえ、観劇の入り口として、オンライン配信を
視聴することのハードルを下げたい気持ちはあるので、た
とえば無料のコンテンツもあり、記録映像で 1,000円、もっ
と劇団の工夫が込められたものなら2,000円というよう
に、価格帯に幅があってもいいように思います。
前田：観客の立場からすると、配信チケットを買うことは、
アーティストの活動に自分がどう関わるかという意思表示
でもあると思うんです。いつか劇場で生の公演が観られる
ことを期待しながら、演者と観客の関係性を維持し、ある
いは新たに築いていく。配信をきっかけにして、おふたり
の作品を劇場で観たいという方がどれくらい増えるのかと
いう点も、今後楽しみなところです。
大熊：そういうかたちで、配信を通して活動を知ってもらっ
たり、劇場に観に来てもらったりできたら嬉しいです。つ
くり手としては、作品の価値を守りながら、時代や状況に
合った価格設定をしていきたいですね。1年後、状況がど
うなっているのかという不安もありますが……。

したのははじめてです。コロナ禍が当分続
くことを考えると、今後はオンライン配信
での鑑賞体験を意識して、常に演出・編集
的な工夫をこらしていく必要があるのかな
と感じています。そういう意味でこの企画
は、「舞台映像」という方法でひとつの作品
をつくっていく実験の機会になりましたね。
いいむろ：舞台表現をどう映像作品的につ
くるかは、僕もすごく興味があります。
大熊：「見せ方のバリエーション」ともいえ
るかもしれません。視線の誘導なんかは映
像ならではのつくり方だと思いますし、普
段見ることのないような工程も伝えられる。
没入を促すための演出がきくんですよね。
だから、舞台とは別のかたちで、あるいは
舞台と映像が合わさることで、今までにな

い表現や見せ方が生まれるんじゃないかなと。そう考える
と、舞台映像はこれまであるようでなかった、まるで隠し
金山のようなものなのかもしれません（笑）。
いいむろ：今回のコロナの影響で、ある地方公演が中止に
なり、代わりにパフォーマンスを撮影した映像の出品を依頼
されたことがありました。それは「映像作品」を求めるもの
ではなかったので、単に舞台を正面から撮ってもよかったん
だけれど、僕はなんだかもったいない気分になったんですね。
そこで、僕が新幹線に乗って現地に向かうところから映像を
撮りはじめて、ビニールテープを貼って席数を制限した劇場
の客席も映しつつ、そこからパフォーマンスへ入っていくと
いう構成を考えました。色彩も工夫して、まちなかを歩いて
劇場へと向かう場面はカラー、舞台に立っているときはセピ
アで、公演が終わったあとは再び日常へと戻っていくように
カラーで表しています。映像にする上で、どんなところに焦
点を当てるか、構成も含めつくり込むことで、いろんな発見
がありましたね。大熊君が言うように、生の舞台の良さを維
持しながら、演者・観客との間に生まれる劇空間に映像のエ
フェクトを掛け合わせると、まだ誰にも触れられていない表
現に手を伸ばせるのかもしれないなと思いました。

［01］  『いいむろなおき 
マイム小品集』

「新しい劇場のためのwork:01」として
2020年6月27日・28日に開催した、
いいむろ氏によるソロ公演。新型コロナ
ウィルス感染拡大防止策として、KAVC
ホールの客席を 1⁄4の約50席に制限し、
YouTubeでの映像配信を実施。言葉を扱
わない表現を通して、観客とともに劇場
での鑑賞体験を改めて問うた。

［02］『異空間クラスター』

「新しい劇場のためのwork:02」として
2020年 10月28日・29日に開催した、
劇団壱劇屋による演劇公演。KAVCホー
ルを異空間に見立て、劇場と映像配信に
よる2つの観劇方法を提示した。劇場で
は防護服を纏った役者が客席通路を歩き、
観客もペンライトで役者を照らすなど、
一体感のある演出に。また、配信では複
数台のカメラをスイッチングすることで、
舞台映像的な表現に試みた。

「映像で見せること」から考える新しい表現

前田：2020年は外出自粛要請や緊急事態宣言の発令で3
月から5月末までの3ヶ月、臨時休館を余儀なくされ、い
ろいろなことを考えさせられる年でした。特に演劇・ダン
ス事業としては、KAVCを劇場としてどうひらいていくか
が課題に。そんななか、舞台芸術プログラムディレクター
のウォーリー木下とともに「こういう状況だからこそ、劇
場の新しいあり方を探る実験をはじめよう！」と、6月の
開館再開後に自主企画「新しい劇場のためのwork」を始
動させました。その第一弾として開催したのが、いいむろ
さんによる「マイム小品集」［01］です。言葉を扱わない舞
台表現を通して、コロナ禍における「劇場という場」を一
緒に模索したいとお声がけしました。
いいむろ：僕にとってオンライン配信は初の試みで、実験
的な意味合いの強い公演になりました。当日は、十分に客
席の間隔をとるため通常の 1/4ほどの席数に制限されてい
たので、人がまばらな会場を前に切ない気持ちにもなりま
したが（笑）、お客さんはすごく熱かったですね。まだ対
面での公演に世の中がピリピリしていた時期だったけれど、
その緊張感を取り払うかのように、拍手で
「ここで観ているよ！」と示してくださって
いるように感じて。劇場の舞台で、直接お
客さんと向き合って表現できるありがたさ
を再認識しました。配信は、定点カメラか
ら公演の様子を映すシンプルな機材環境。
「まずはやってみよう」という挑戦の気持ち
で臨みました。また、今後もオンラインで
作品を発表する機会はあるだろうし、公演
に際してどういうメリット・デメリットが
あるのか、視聴者からどういう反応がある
のかなどを知っておきたいという想いもあ
りました。実際にやってみて、海外の人や
僕のオンラインレッスンを受講している東
日本在住の生徒さんなど、遠方の方々に公

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、オンライン上でさ

まざまな文化芸術活動を配信する流れが生まれています。な

かでも、これまで主に劇場というリアルの場で、演者・観客

による関係性から表現を立ち上げてきた「演劇」は、この状

況下でより発信のための創意工夫が求められている分野のひ

とつといえるでしょう。KAVCでも、コロナ禍の劇場にお

ける新しい鑑賞のかたちを考える取り組みとして、2020年
6月からシリーズ公演企画「新しい劇場のためのwork」を

始動。今回はその参加アーティストをむかえ、制作過程を振

り返りながら、これからの創作の可能性や表現・鑑賞体験の

あり方について考えていきます。
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これからの
創作・体験・発信を
考える

いいむろ：こういう話を 1年後もしているのかどうかです
よね。「あんな時期もあったね」と言えているといいな。

作品と観客のつながりを生み出す

大熊：話していて思いついたのですが、KAVCがこれまで
に行ったオンライン公演を、アーカイブしていくのはどう
でしょうか？　というのも、あるお客さんから、「アーカ
イブによって、移動時間に好きな場面を繰り返し観ること
ができた」という声をいただいたんです。
前田：たしかに！　いいアイデアですね。繰り返し観るこ
とで、作品への理解を深めていけますし、お客さんご自身
が興味を横断的に派生させていくツールにもなると思いま
す。いいむろさんのファンの方が、壱劇屋の舞台を観に行
かれることもあるかもしれませんし、逆もしかり。フット
ワークを軽くして、劇場に足を運んでいただくための仕掛
けは、もう少し検討を重ねていく必要がありそうです。
いいむろ：僕の公演を観に来てくださった方が、壱劇屋に
流れてしまうのはちょっと嫌ですけどね。
大熊：そこはWin-Winでいきましょうよ！（笑）。
いいむろ：冗談です（笑）。前田さんがおっしゃるように、
劇場が作品を発信していく仕掛けづくりはとても大事だと
思います。ある意味、舞台映像としての完成度は、テクニ

カルな要素を加えれば、みんなそれぞれの方
法で高めることができる。でもそれ以上に、
オンラインと劇場を横断させながら、お客
さんと作品との接点をどうつくるかという
アイデアが、これから重要になってくるで
しょうね。極端な話、舞台映像を配信しつつ、
ラストシーンだけは劇場に行かないとわか
らない！とか。お客さんが想像力を広げてい
けるような動線を、アーティストが劇場とと
もに描くことができれば、配信での鑑賞体験

の楽しみも、より増していくのかなと思います。
前田：KAVCがこれから「どう劇場をひらいていくか」を
考えたとき、リアルの場であれオンラインであれ、劇場そ
のものを使うアーティストのみなさんの力が欠かせません。
また、おふたりが現在の状況を悲観的にとらえず、前向き
に考えてくださっていることにも心強さを感じました。「劇
場をひらく」というのは、さまざまな方法で、作品との出
会いや人とのつながりを生み出す場になることだと思いま
す。だからこそ、KAVCに来てくださる方々と一緒に考え、
これからもその方法を試行錯誤していきたいです。

収録：2020年 11月 11日（水）Zoomにて

いいむろなおき｜パリ市マルセル・マルソー国際マイム学院、ニデルメイエ国立音楽院
コンテンポラリーダンス科最上級コース首席卒業。いいむろなおきマイムカンパニー
主宰。関西を拠点に国内外で公演やワークショップ、マイム指導・演出・振付など幅
広く活動中。2019年、KOBE ART AWARD大賞受賞。

大熊隆太郎｜2005年、母校である大阪府立磯島高校演劇部の全国大会出場メンバーで
劇団壱劇屋を結成。2008年より活動開始。パントマイム・ダンス・会話劇・コント・
アクションなど多様なジャンルを複雑に融合させ、観る者を異世界へと誘う「世にも
奇妙なエンターテインメント」を創作する。

前田詩穂｜2017年からアシスタントとして在籍、2020年より演劇・ダンス担当に。高
校生とひと夏をかけて演劇作品をつくり上げる「Go! Go! High School Project（通称
ゴーハイ）」や、演劇セレクション「KAVC FLAG COMPANY」などを企画・運営。
10年前にゴーハイに参加したOGでもある。

いいむろなおき 
［いいむろなおきマイムカンパニー主宰］

前田詩穂
［神戸アートビレッジセンター 演劇・ダンス担当］

公演・メディア出演情報

観劇とは違った視点で、より多くの方に舞台の面白さを伝える
べく2020年10月からスタート。番組パーソナリティは、
KAVC舞台芸術プログラムディレクターのウォーリー木下と、
関西を拠点に舞台芸術の制作を行う若旦那家康氏。演劇関係者
や有識者をゲストに招いてトークを収録し、編集後に公式
YouTubeチャンネルにて公開している。

プロにお任せすることもできる
配信を、スタッフがDIYで行う
意味とはなんだろう？と日々模
索しています。トークイベント
を中心にオンライン開催を重ね
てきて良かったのは、多くの方
に企画の中身を“手軽に、気軽に”
知っていただけること。KAVC
を新たな目線で見聞できる「副
音声」のような位置づけで、配
信を活用していくのが面白いか
も？と思っているところです。

野澤美希（広報担当）

いいむろなおき・大熊隆太郎出演
ノンバーバルシアター

「ギア -Gear-」
2012年より京都にてロングラン公演中

会場：京都ギア専用劇場（ART COMPLEX 1928）

演を観ていただけたことは嬉しかったです
ね。場所を超えて表現を届けることができ
るのは、配信の魅力だなと思いました。
前田：未就学のお子さんがいて、普段なか
なか劇場へ足を運べない方からも「久しぶ
りに公演が観られた！」と思いがけない反
響がありました。そういう声を聞くと、距
離や鑑賞方法など、これまで見えていなかっ
た障壁に改めて気づくことができる。オン
ライン配信によって多くの方々にご覧いた
だける環境がつくれたことは、公共文化施
設としてもアクセシビリティ面で意義を感
じました。そして、手応えを感じたいいむ
ろさんの公演から4ヶ月後、10月に第二弾
として開催したのが劇団壱劇屋による「異
空間クラスター」［02］でした。大熊さん、創
作プロセスで意識したことがあれば教えてください。
大熊：僕たちのときは6月とは状況も変わり、いろんな劇
場で収容制限が緩和され、公演が次々に再開していました。
KAVCホールも全席利用可能になっていたので、それなら
ばもう一歩踏み込んで、自分たちにどんな挑戦ができるだ

ろうと考えて作品を構成していきましたね。
やっぱり、KAVCのような規模の小さな劇
場の魅力は、観客と演者との間で密なコミュ
ニケーションが行えること。なので、舞台
を配信でディスプレイ越しに観ているお客
さんとも、同じ空間を共有している感覚を
生み出したかった。もちろん、劇場でも劇
団のなかでも感染症対策は徹底しつつ、ど
うすれば密な感覚が出せるかを模索してい
ました。たとえば、カメラワークの打ち合
わせでは、「ここはこのアングルがいい」「こ

こはタイミングを遅らせよう」と配信担当
の劇団員と綿密に計画を立てて。これまで
も記録撮影や定点カメラの映像を配信する
経験はありましたが、今回ほど表現に注力

for KAVC New normal

KAVCでは、コロナ禍における事業の

オンライン配信に挑戦中。今回は、

その取り組みのひとつを紹介します。

毎週火
曜日に

更新中
！
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大手メーカーのネオン看板と、質素なまちなみが同居
する風景には、急速に変化する時代の色が表れる。
　主人公の桃山学は羽田工業団地の長屋に育ち、女好
きで怠け者の父・泰三と兄・勉吉、家族に呆れ無関心
な母・つねとの4人暮らし。穏やかな家庭に憧れるも、
顔を見れば取っ組み合いの喧嘩をする父と兄にうんざ
りし、彼らを制して「家庭とは、人間の未来の生活に
ついて語り合う場なんだ！」と叫ぶ。そんな彼が夢見
たのは、恋人の白川愛子と歩む将来だった。しかし、
学が彼女にゲーテの恋愛詩集を贈ると、ある日勉吉が
「コールガール（売春婦）が持っていた」と、そっく
り同じものを持ち帰ってくる。そこから、物語はどた
ばたとこじれていく̶̶。勘違いが引き起こす出来事
に翻弄され、ぶつかり合う登場人物の姿は、時に滑稽
に、人間味あふれる姿で観る者を惹きつける。
　映画史を時間軸で辿りながら、文化の成り立ちを深
くまなざす本企画。岡本が語る、映画を“図鑑のよう
に楽しむ”工夫は作品上映にとどまらない。10月3日
（土）には、先立って前出の佐藤氏を講師にむかえた
映像＆映画講座「ニッポン喜劇映画時代」も開催。岡
本は「ただ『面白い』で終わるのではなく、作品鑑賞
と合わせて、より映画作品への理解を深められる機会
を設けています」と話す。
　講座では、喜劇が興った戦前から「寅さん」が生ま
れる 1960年代までを総括し、映画史を築いた役者の活
動を作品とともに紹介。たとえばエノケンによる
ミュージカル・コメディは、1920〜 1930年代にハリ
ウッド映画で活躍した人気俳優エディ・カンターが歌
う劇中歌を、彼が独自の面白おかしい日本語で替え歌
にしたことにはじまるという。佐藤氏は、カンター主
演の映画『ウーピー』や『エノケンの青春酔虎伝』な
どの劇中場面を交互に参照し、元の歌詞と作品の世界
観を比較しながら、エノケンのユーモアを際立たせた。
講座の冒頭で、佐藤氏はこのように語っている。「映画
はタイムマシンだと思います。その時代の風景や風俗
を、僕らは現代にいながらにして体感できる」
　先述の『喜劇 女は度胸』では、登場人物たちが個々
に抱える行き場のない想いが描かれる。学は愛子がコー
ルガールをしていると疑って苦しみ、疑われた愛子は
心に傷を負う。コールガールをしている愛子の友人・
笑子は、生き方を侮辱されたことに腹を立て、泰三と
勉吉は、互いの不器用な思いやりが交わらず衝突する。
しかし、つねは悶々とする彼らを茶の間に集め、互い
の言い分を吐き出させることで、家族や恋人という関
係性からそれぞれをひとりの人間として解き放つ。奇
しくもそこに立ち上がるのは、学が求めた「人間の未

来の生活について語り合う場」としての“家庭”の姿だ。
　岡本は「人は誰かと一緒に笑うことで、楽しく前向
きになれるのだと思います。だからこそ、一緒に劇場
で、作品を観ていただきたい」と語る。劇場に偶然居
合わせた観客と、笑い声を通して空間を共有できるひ
とときは、喜劇ならではの体験ともいえるだろう。
　そして、岡本はこう続ける。「これからも、喜劇だ
けでなくさまざまな映画作品を、多様な切り口で深く
紐解く機会をつくっていきたいです。観客側の知識欲
を刺激し、新たな興味や関心へとつながるヒントを提
供できるような作品上映、関連企画を開催し、文化施
設として映像や映画に親しむ場をつくりたいと思いま
す。今後のラインナップにもぜひご期待ください」

取材日：2020年 10月 19日（月）KAVCにて

2018年の第一弾は、藤
山寛美など関西の芸人・
喜劇役者を中心に、日本
の笑いのルーツといえる
作品を編成。2019年の
第二弾では、古今東西の
コメディを比較し、新開
地で幼少期を過ごした喜
劇役者の大村崑、東京を
拠点に人気を誇ったコ
ミックバンド、クレー

ジーキャッツなどの出演
作を公開した。
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東山商店街でひときわ存在感を放つ名店。カ
ウンターに並ぶ、揚げたてのいもやうずらの
卵、牛肉などの串（全品100円）を自由に取っ
て立ち食いするスタイルは、まるでつまみ食
いのようで、楽しさを掻き立てる。
稲田串カツ店　神戸市兵庫区東山町 1-12-16

湊川大食堂
神戸市兵庫区荒田町 1-20-1 
湊川パークタウン 1F

作家を神戸におむかえする際、東山商店街

へご案内しています。目を引くのれんに吸

い込まれていく人々……気になる存在です。

稲田串カツ店の「つまみたくなる立ち食いスタイル」
vol.11

「神戸の台所」と評される湊川市場。そ
の入り口にあるファッションビル・パー
クタウンに、「オール湊川」をテーマに
した食堂がオープンした。市場で仕入れ
た野菜から魚、カステラまで使ったメ
ニュー約200種類が楽しめる。腹ごし
らえに、湊川市場の味を堪能して。

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

地元に愛されるファッションビルで地元に愛されるファッションビルで
湊川市場の食に舌鼓を打つ湊川市場の食に舌鼓を打つ

　特集上映「ニッポンの喜劇映画セレクション」は、
今回で第三弾。作品ラインナップの監修に娯楽映画研
究家の佐藤利明氏をむかえ、興行街として栄えた神戸
のまちとは切っても切り離せない、“笑い”の系譜を
つむいできた人物に着目した。
　上映作品は、戦前からの喜劇王・榎本健一（通称エ
ノケン）が、戦後を象徴する「ブギの女王」笠置シヅ
子とタッグを組んだ『エノケン・笠置のお染久松』、
戦前の吉本興業を代表する噺家・桂春団治の破天荒な
生涯を森繁久彌が演じた『世にも面白い男の一生 桂春
団治』。そして、名匠・今井正がミヤコ蝶々や北林谷栄、
飯田蝶子ら演じる「おばあちゃん」のユーモラスな日々
を描いた『喜劇 にっぽんのお婆あちゃん』、「男はつら
いよ」シリーズを手がけた山田洋次が原案を務め、今
年7月に逝去した森崎東が監督デビューを飾った『喜
劇 女は度胸』の4本。KAVC映像担当の岡本は、「“笑い”
と聞くと、漫才や落語を思い浮かべるかもしれません。
ですが、長い歴史のなかで生まれたジャンルは実にさ
まざま。この企画では、その多様なジャンルを築いて
きた人々の作品を、時代背景とともに、図鑑のように
楽しんでいただきたいと考えました」と振り返る。
　たとえば『エノケン・笠置のお染久松』は、日本の
喜劇の草創記に関東で流行した、ミュージカルと笑い
を組み合わせた手法を見てとることができる貴重作。
『世にも面白い男の一生 桂春団治』は、のちの松竹新
喜劇の人気役者・藤山寛美の十八番作のルーツでもあ
り、同劇団を創設した渋谷天外が脚色を担った作品だ。
また、「寅さん」でお馴染み、渥美清の粗野でエネルギッ
シュな演技が光る『喜劇 女は度胸』にも触れておきた
い。物語のあらすじは次のとおりだ。
　舞台は高度経済成長期の60年代。発展を象徴する

KAVCの映像事業「KAVCシネマ」では、毎月の新作上映のほか、年数回の特集上映
を開催しています。映画史上に名を残す人物や特定のテーマから、独自の切り口で作

品をラインナップ。また、過去の貴重な映画作品をフィルム上映する機会でもあり、

毎回多くの方々の反響を得てきました。なかでも、2018年から続く「ニッポンの喜劇
映画セレクション」は、新春の笑い初めとして親しまれる人気企画です。今年は「KOBE 
CINEMA PORTフェス*」の関連企画として実施し、映画作品の魅力をその背景と
ともに掘り下げる講座も開催しました。今回は、KAVC映像担当の岡本とともに、

日本映画のなかで描かれる“笑い”の系譜を紐解く本企画を振り返ります。

*KOBE CINEMA PORTフェス…2018年から実施している地域映画イベント。日本ではじめて映画が上陸し、華やかな興行の時
代を経てきた神戸のまちをさらに発展させるべく、神戸アートビレッジセンター、パルシネマしんこうえん、Cinema KOBE、
元町映画館が合同開催。各館での映画上映はもちろん、近隣店舗と連携し、期間中は神戸のまちを巡りながら映像文化や映画
作品に触れることができる。

旧グッゲンハイム邸
神戸市垂水区塩屋町3-5-17
※最新の情報はWebサイト
（www.nedogu.com/blog/）
をご確認ください

20世紀初頭に建てられた、海を望むコ
ロニアルスタイルの洋館。平日はヨガや
ピアノなどレッスン、ロケ撮影、休日は
映画上映やライブ、結婚式、研究会、お
もちつき、流しそうめんなどに活用され、
地域の公民館的存在となっている。コロ
ナ禍では、You Tubeで配信実験も◎

旧グッゲンハイム邸で旧グッゲンハイム邸で
さらなる刺激に触れるさらなる刺激に触れる
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中川恵理子［アシスタント］

推薦者

KAVC REPORT KOBE CINEMA PORT フェス2020関連企画

今観るべき関西の劇団公演シリーズ「KAVC FLAG COMPANY」。
2020年11月に上演されたAhwooo『パンと日本酒』に続いて、

年明け1月から3月にかけても公演が続きます。「劇場をより面白く

使ってくれそうな集団」をセレクションの基準とした今回は、6つ
の劇団がKAVCホールに登場。前年にも増して、それぞれの劇団

の持ち味が存分に発揮された作品がラインナップされています。演

劇鑑賞の前後に、神戸で昔から親しまれてきたスペースを利活用し、

より面白く使われているスポットに立ち寄ってみては。

期間：2020年11月〜2021年3月　
会場：KAVCホール

参加団体：Ahwooo、努力クラブ、安住の地、オパンポン創造社、劇団不労社、うんなま

※各団体の公演日時については、Webサイトをご確認ください

KAVCで、 
挑戦的な舞台をまとめて楽しむ

「KAVC FLAG COMPANY 
2020–2021」を見る
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9日（土）　会場：1roomほか

新開地土曜マルシェ

16日（土）　会場：KAVCホール

第三回 新開地カブキモノ大興行
1日体験！山猫団と踊ろう！

17日（日）　会場：KAVCホール

第三回 新開地カブキモノ大興行
山猫団ダンス公演 夢と踊れ！
出演：長井江里奈、北園優、鈴木綾香 / 美術：ニシハラ☆ノリオ
※終演後「新開地商店街に現る！山猫団と仲間たちの大行列！」を
新開地商店街など新開地周辺地域で開催

22日（金）̶ 24日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2020-2021

努力クラブ『救うか殺すかしてくれ』
作・演出：合田団地

30日（土）̶ 2月5日（金）
KAVCシネマ特別上映

『the believers  ビリーバーズ』

23日（土）　会場：1room

ひらめきのたね vol.5 

the rocket gold starさんと2コマまんがを描こう !!
〜テーマはLOVE !〜
講師：the rocket gold star（イラストレーター）
※9日（土）〜24日（日）に展示「rocket world展 Vol.2」をKAVCギャラリーにて開催
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12日（金）̶ 14日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2020-2021

劇団不労社『BLOW & JOB』
作・演出：西田悠哉

26日（金）̶ 28日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2020-2021

うんなま『ANCHOR』
作・演出：繁澤邦明
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4日（木）̶ 7日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2020-2021

安住の地『¡play!』
作・演出：岡本昌也・私道かぴ

26日（金）̶ 28日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2020-2021

オパンポン創造社
『オパンポン★ナイト〜ほほえむうれひ〜』
作・演出：野村有志

20日（土）̶ 3月14日（日）　会場：KAVCギャラリー、KAVCシアターほか

ART LEAP 2020

「特別的にできない、ファンタジー」
出展作家：蓮沼昌宏（美術家、記録写真家）

串の種類　9種類

のれんの渋さ　★★★★★

2021.01–03

最新のイベント情報は随時Webサイトなどでお知らせします。
※施設工事のため、2021年1月-2月の間KAVCシネマの通常上映は休映します

2021年3月に上演される、うんなま『ANCHOR』まで
全6劇団がKAVCホールに登場
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映「ニッポンの喜劇映画セレクション 第三弾」
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1：
『喜劇 女は度胸』

©1969松竹株式会社

2：
『エノケン・笠置のお染久松』

3：
『世にも面白い男の一 生 桂春団治』
製作会社：宝塚映画

4：
『喜劇 にっぽんのお婆あちゃん』

©1962松竹株式会社

KOBE CINEMA PORT フェス2020関連企画

特集上映

「ニッポンの喜劇映画セレクション 第三弾」

日時：2020年10月17日（土）〜21日（水）
会場：KAVCシアター
上映作品：『エノケン・笠置のお染久松』（監督：渡辺邦男、1949年）、『世にも

面白い男の一生 桂春団治』（監督：木村恵吾、1956年）、『喜劇 にっぽんのお婆
あちゃん』（監督：今井正、1962年）、『喜劇 女は度胸』（監督：森崎東、1969年）

主催：神戸アートビレッジセンター

映像&映画講座「ニッポン喜劇映画時代」
日時：2020年10月3日（土）①13:00〜17:00②17:00〜19:00
会場：KAVCギャラリー｜講師：佐藤利明（娯楽映画研究家）
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18日（木）̶ 31日（水）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

『Away』

和田淳特集上映『私の秘かな動く愉しみ』

『アルプススタンドのはしの方』

『タイムリミット 見知らぬ影』

ナショナル・シアター・ライブ

『シラノ・ド・ベルジュラック』『ハンサード』

『エキストロ』



公募プログラム「ART LEAP」は今年で3回目！　

2020年度の出展作家は美術家で記録写真家

の蓮沼昌宏さんです。今回の展覧会は、新型

コロナウィルスの影響によって、これまでの

日常が「特別的に、できない」状況が続くなか、

神戸での滞在を通して蓮沼さんが感じたさま

ざまな「さびしさ」をテーマに展開します。

現在（2020年 11月時点）、リサーチ活動の真っ

最中！　お楽しみに〜！

VOICE 02

岡村有利子

 ［美術担当］

月の特集上映「杉村春子という女優」「ニッポン

の喜劇映画セレクション」が無事に終了し、ほっ

と一息ついている映写担当の河合です。ご来場いただいた

みなさま、ありがとうございました。今回の特集上映で

は計10本の作品をフィルムで上映しました。KAVCでは、

デジタル上映が主流になった現在でも、16mmと35mm

の映写機が現役で稼働しています。フィルム上映とは、静

止画が焼き付けられたフィルムを、順に投影することで静

止画を動いて見せる、いわばパラパラマンガのような仕組

みです。フィルムは「もの」なので、上映回数を重ねるご

とに、汚れたり傷が入ったり、保存状態が悪ければ劣化し

ていきます。それがフィルムの弱点ですが、逆にクリアす

ぎない画やサウンドに混じるノイズがフィルムの味にもな

ります。一方、映写をする私にとっては、手でフィルムと

映写機を触るので、映画を上映するという実感が強く伴い

ます。IMAXや4DX、お家でサブスクなど、映画作品を

便利にキレイに楽しむ選択肢がたくさんある今だからこ

そ、フィルムで観ることも、面白い選択肢のひとつになる

のではないかと思っています。

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。
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本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、2020年

からオンライン似顔絵屋「LUX」（lux-lux.jp）などで活動中！

STAFF’s VOICE

ART VILLAGE VOICE vol.95　発行日：2020年12月28日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）［大谷燠（館長）、柳谷茂昭（館長代理）、林正樹（総務チーフ）、山本聡之（総務・経理担当）、明田春来・橋本実弥（総務・施設運営担当）、近藤のぞみ（事業マネージャー）、

前田詩穂（演劇・ダンス担当）、岡村有利子（美術担当）、岡本酉子（映像担当）、羽仁真理子（地域事業担当）、野澤美希（広報担当）、河合なお・平川光江・中川恵理子・山本和馬・横山春乃（アシスタント）］　 編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）　編集：妹尾実津季・鈴木瑠理子（MUESUM）　アートディ

レクション&デザイン：仲村健太郎・小林加代子　イラスト（内面）：まちこ！、黒木雅巳　題字（内面）：廣田碧（看太郎）、三重野龍　漫画：鈴木裕之

www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

K AVCのいま

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分
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KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

河合なお ［アシスタント／映写担当］
冬は寒いので嫌いです。でも新しいコートを早く着たい……

でも寒いの嫌い……。不毛な思考がループします、冬。

執筆者

おことわり

新型コロナウィルスの感染拡大に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染拡大の今後の動向によっ
て、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは延期
が想定されます。最新状況につきましては決定次
第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　

9月よりアシスタントとして勤務しはじめま

した。よろしくお願いします。主に演劇・ダン

ス事業に関わっています。今年は新型コロ

ナウィルスの影響で、多くの舞台が中止や

延期となっていますが、KAVCでは昨年度

に引き続き、今年度も 11月からKAVC FLAG 

COMPANYがはじまりました。2020年度

も後半戦！！　以前のように、たくさん

の方々にKAVCで作品をご覧い

ただけるように頑張り

ます。どうぞ

よろしくお願

いします！

VOICE 01

山本和馬 
［アシスタント］

2020年11月 Ahwooo『パンと日本酒』

公演アフタートークの様子


